羽島市緊急通報システム用機器等借受契約書

　設置者羽島市（以下「甲」という。）と借受者　　　　　　　（以下「乙」という。）は、羽島市緊急通報システム事業実施要綱（以下「要綱」という。）に基づく羽島市緊急通報システム用機器等（以下「機器等」という。）の使用について、次のとおり契約を締結する。

第1条 　甲は、設置した機器等を乙に貸与し、乙はこれを借受け使用するものとする。

　１借受機器等　　　　　専用送受信機・ペンダント型発信機・専用携帯電話端末
　２機器等の設置場所　　羽島市　　　　町

　３機器等の電話番号
第２条　機器等の借受料相当額は、要綱に定める別表の負担基準によるものとする。

第3条 　乙は、使用期間中における電話機の回線使用料（住宅用基本料金相当額）通

話料及び乙の責任に帰すべき理由により緊急通報システム用機器等をき損し又は滅失した場合は、その状況を報告し修繕費等の費用を負担するものとする。

第４条　借受期間は、機器等が設置された日から令和　　年３月３１日までとする。

　ただし、この契約書による借受期間満了の１か月前までに甲、乙いずれか一方から書面をもって契約の更新をしない旨の意思表示がなされないときは、契約終了の翌日から１年間延長され、以後毎年これに準ずるものとする。

第５条　乙は、機器等を必要としなくなったときは、速やかに市へ申し出て返還するものとする。

第６条　乙は、緊急時の救助活動等により生じた住居等の損壊については、異議の申し立てを行わないものとする。

　　なお、持家以外の場合については、乙が自ら修繕するものとする。

第７条　本契約に定めのない事項については、要綱による規定及び必要に応じて甲、乙協議して定めるものとする。

以上の契約を証するため本書２通を作成し、甲、乙記名押印のうえそれぞれ１通を保管する。

令和　　　年　　　月　　　日

甲　　住所　　羽島市竹鼻町５５番地

　　 氏名　　羽　島　市

　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　羽島市長　　松　井　　聡　㊞

乙　　住所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 氏名                                ㊞

